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３．シンポジウムの概要                 
名古屋駅前の商業・業務地区に近接し、事務所や共同住宅な

どが混在する名駅南地区は、リニア開業に向けて、様々な開発
や地域活動が行われ、今後より良いまちに変わっていくことが
期待されています。 
 この名駅南のまちづくりの現状と課題について、プレーヤー
の方々とともに考え、これからのまちづくりのアクションにつ
なげていくことを目的として、シンポジウムを開催しました。                         

○開催概要                               

日 時 令和６年１月 2４日（水）15：00～17：30 

場 所 ウインクあいち 902 大会議室 
ZOOM ミーティング 

主 催 名古屋市住宅都市局 

参加者 120 名程度 

○実施内容 
◆「名駅南まちづくり方針（案）」の説明   

名駅南地区の現状・課題と「名駅南まちづくり方針（案）」の概要を説明 

◆「名駅南まちづくり意見交換会に参加して」 
木下 明莉 氏（四季（株）名古屋営業部） 

「名駅南まちづくり意見交換会（令和 5 年 8 月開催）」の様子や、3 グループからの
「まちをよくするアクション」の提案内容について報告 

◆基調講演１ 
「海外での公共空間等の利活用と名古屋での展開」 

井澤 知旦 氏（名古屋学院大学名誉教授） 
「屋内活動の屋外への滲み出し・溢れ出しと界隈空間」の

視点から、国内外での歩道空間・路地の活用方法などの事例
が紹介され、道路空間などを使った名駅南地区への展開例に
ついて提案 

◆基調講演２ 
「歩きたくなるまちなかのつくり方 ～ウォーカブルシティ～」 

松浦 健治郎 氏（千葉大学大学院准教授） 
千葉県のウォーカブルシティの取り組み事例を交えて、歩

きたくなるまちなかの実現に重要な点について提案 

◆パネルディスカッション「『これから始める』名駅南のまちづくりアクション」 
【コーディネーター】 

井澤 知旦 氏（名古屋学院大学名誉教授） 
【パネリスト】 

松浦 健治郎 氏（千葉大学大学院准教授） 
内山 志保 氏（愛知大学三遠南信地域連携研究センター研究員） 
清水 貞宏 氏（六反学区区政協力委員会委員長） 
近藤 多喜男 氏（名駅南地区まちづくり協議会会長） 

基調講演の様子  
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○パネルディスカッションでの主なコメント 

  まちづくり協議会に地元に根付いた会員、特に若い会員が入ってこない。
助成金がなかったら社会実験も何もできないので、活動の資金も問題。いろ
んな地域活動が高齢化。イベントに新住民の方がなかなか来てくれない。マ
ンション等を建設するにあたっては 1 階にオープンスペースや店舗など明る
い雰囲気を造ってもらいたいので、造る前からまち協や地域に意見を聞いて
もらえると嬉しい。 

  新住民や旧住民との繋がりをどう作っていくのかは試行錯誤しながら、少
しずつ楽しいイベントに参加してもらいながら、繋がりを作っていくのが大
事。楽しいまちを作っていくと、お店ができて、そこからお金がまちづくり
協議会に入ってくる。うまい循環ができていくといい。 

  若者の人が増えているが、地域活動に興味がない人が増え、地域が回って
いない。町内会への勧誘がうまくいかず、接触して話す機会もない。町内の
担い手が少なくなっている中、若い人たちをどうやって引っ張ってくるか、 
仲良くしていくのかが今後の課題。 

  困っているということをもっと表明していい気がする。困っているのなら
僕たち人肌脱ぐよ、という人たちはいると思う。災害の時を考えるとマンシ
ョンで普段は誰にも頼らずに暮らしている若い人たちでもそういう気持ちは
あると思うので、そこに働きかけるような取り組み方があると感じている。
意見交換会でいろんな学校の学生が参加し、それぞれ特性があり、興味、関
心の違う学生同士が出会う場で、すごくいい雰囲気だった。学生が学生を呼
ぶ、若者と若者が直で繋がるような仕組みがすごくいいと思った。 

  名駅南まちづくり方針というのは、リニア開通後のまちづくりの方向性
を、自治体、市民、事業者で共有するためのものとして定めている。まちづ
くりには、地域の皆さんの協力が欠かせない。そのためにいろんな人が交流
し、いろんなアイデアを出し合うという意味でいうと、相乗効果を発揮する
ために、住む人、働く・学ぶ人、訪れる人の三者が集まって、相互に刺激し
合うことが非常に重要。 
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パネルディスカッションの様子 会場全体の様子  
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